
町の人口 
（平成13年3月末現在） 

男 3, 784 人 

女 4, 214 人 

計 7, 998 人 

世帯数2, 952戸 
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5月のすみきった青空 元気に泳ぐこいのぽり 

血犀退送婆遮t念い92昼ジの歌のよっに今年も子ど息たちの手作り 
ー こいのぼりが、さわやかな風に摩いています0 

こいのぼりに夢をのせて、これからすくすく成長していって欲しいと願います。 
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今 回 は 

基礎計画推進チーム

＊基礎計画推進チーム 

＊子育て・子ども支援推進チーム の特集を

＊障害者プラン推進チーム 

＊高齢者保健医療福祉推進チーム 
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I「町民が自ら創る福祉のまち」の土台は、身近な場での支え＼ 
一 ‘ ． . A . 

I 合い・助け合い、近隣でのふれあい・協力だと考えています。 

／ そのため、このチームでは常会単位での地域活性化を目標に取 

く＼ り組んでいます。昨年は常会活動を知るためにアンケートを実 

、 施しました。今後は、生活のなかで不安に感じていることや困 
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I できるような「住みよい福祉のまち方城」を目指していきたい ノ 

、 と思っています！チームのメンバーも募集しています。 ノノ ノ／ 
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基礎計画推進チーム代表 

常会の実態把握のためのアンケートを実施しました。ご協力ありがとうございました。 

ーアツゲ議事ド績果め編部― 

（ 常会の活動内容はつ ） （ 地域内の福祉問題はありますかつ ） 

食事会 I 、, 7 

レクリエーション 押讐 4 
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【自由記述】 

■地域に福祉の問題がないとはいえない、ある 

と思います。 

■今後、在宅福祉の流れで地域のつながりが重要になってくると思われますが、地域の 

つながりは希薄化しているように感じます。 

■年輩者の比率が高くなるにつれ、今後いろいろと取り組む課題が出てくると思います。 

お問い合わせ先 保健福祉課（保健福祉センター内） 公22一5101 
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ト平成13年度一般会計当初予算の状況く 

歳入総額 65億7千百万円 

地
方
税
 56
 

普通交付税 

2, 310 

国県支出金 

1, 628 

地 
方 
債 

1, 096 

繰
入
金
m
 

そ
の
他
m
 

0 2~ 3~ 

歳出総額 65億7千百万円 

3~ ~~ 7~ 8~ 

~

90 100 3/ 

災害復旧事業137 

ノグ／ ／ノー 

人件費 

1, 048 

扶
助
費
 31
 

公債費 

702 

普通建設事業 

2, 102 

失業対策 
事業 
1, 076 

その他 

1. 192 

0 
I0 

7~ 3~ 1~ 5~ 7~ $~ 
~

90 100 % 

一）」一「」）灘）一「一w
】 

麟
ギ
成
 13 

年
度
当
初
予
算
が
、
3
月
定
例
議
会
に
 

お
い
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

プ
「
般
会
計
予
算
は
、
総
額
 65 

億
7
千
百
万
円
で
す
？
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】会計別当初予算額調べ（平成13年度・平成12年度比較）】 

―般会計及び特別会計 （単位】千円．%) 

纂 分 平成13年度 平成12年度 比 較 穏 率 

普 通 会 計（法7 条第7 項会討） 6, 719, 688 5, 684, 660 1, 035, 028 18. 2 

一 般 会 Il~ 6, 570, 609 5, 533, 622 1, 036, 987 18. 7 

住宅新築資金等貸付‘If業特別会討 142, 251 144, 118 A 1,867 A 1.3 

専修学校等技能習得資金貸与事業特別会引一 6, 828 6, 920 A 92 A 1.3 

牛 芋 別 会 討 1,930,731 1, 882, 638 48, 093 2. 6 

国民健康保健事業特別会計 592, 090 556, 818 35, 272 6. 3 

老人保健事業特別会討 957, 772 963, 919 A 6, 147 A 0.6 

宅地造成事業特別会「i十 6, 992 6, 992 0 0. 0 

方城町立診療所事業特別会討 373, 877 354, 909 18, 968 5. 3 

公営企業会計 

区 分 平成13奪度 し零成12康蔑― 琵 較 緯 率 

水
道
会
討
 

収 益 的 事 業 
収 入 207, 965 204, 332 3, 633 L8 

支 出 230, 938 224, 799 6, 139 2. 7 

資 本 的 事 業 
収 入 570, 918 819, 563 A 248, 645 A 30. 3 

支 出 639, 225 883, 237 A 244,012 A 27. 6 
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ぼくは何組かなあ 

社協からのプレゼント（黄色い帽子） ハイ、名札 
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交通ルールを守ります！ 

α学おめでとう！) 

熱く語るガッツさん 

お話しありがとうこいます。 
ハイ、記念写真！ 
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同じクラスだよ 

ぐ 新しく方城に乗られた先生方 う 
方城町の子どもたちをお願いします 

伊方小学校 
みや にし けい こ 

宮西啓子先生 （赤 小） 
〔事務職員〕 

いわ した やす こ 

岩下泰子先生 （川崎小） 
〔給食センター栄養士〕 

弁城小学校 

光武 均先生 

野津真由先生 

清水章子先生 

方城中学校 

中園仁美先生 

大井喜幸先生 

山本秀信先生 

田中真由子先生 

（赤 小） 

（中津原小） 

（市場小） 

（大任中） 

（大任中） 

（糸田中） 

（赤池中） 

拳成館全日本大会で大活躍 
「第11回全日本総流派空手道選手権大会」（主催／ 

拳成館）が3月11日（日）、田川市総合体育館で開 

催されました。 

全国各地より73団体490 名の選手が22 クラスに 

田場し、形の部と防具をつけないフルコンタクト空 

手の組手の部で熱戦が繰り広げられました。 

FC工レフアンツ方城のみなさん 全日本総流派空手道選手権大会 
'"”門一’1 毒 

今年2月12 日に第12 回田川ジュニア・サッカー 

フェスティバル（参加8チーム）が方城町民グラウ 

ンドで開催され、見事優勝を手にしました。 

っづく、 3月20 日に金田町民グラウンドで開催され 

た第1回金田町長杯少年サッカー大会（参加8チー 

ム）においても優勝し、 2 大会制覇をしました。 

方
城
中
学
校
 
校
長
 

弁
城
小
学
校
 
教
頭
 

もりわきのぶゆき 

森脇伸介先生 
大任町立今任小学校から転任し 

ました森脇伸介です。 . 
子どもたちから「学校は、楽し 

いところだよ。」「今日は、こんな 
ことをしで楽しかったよ。1と言え 
る、そんな子どもたちの居場所が 
ある」楽しい学校づくtJ をしていき 
たいと考えています。そのために 
も教職員はもとより地域や保護者 
の方の協力を得て誠心誠意努力い 
たしますので、どうぞよろしくお 

願いします。 

みますていじ 

見増禎二先生 

嘉穂町立嘉穂中学校から参りま 
た見増禎二です。 

他郡市交流で1年間、嘉穂中学校、 
前は鷹峰中学校に.3年間教頭として 
お毎ま した。． ~．一． . 
大任町、金田町、香春町、川崎町 

といろんな町で経験をつませていた 
だきました。 
今回は、縁あり新任校長として参 

tjました。方城町並びに生徒の教育 
のため、教職員と和をもって、誠心 
誠意全力を尽くす所存です。． . 

どうぞよろしくお願いいたします。 

拳成館の結果は、次のとおりです。 （敬称略） 
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 シニア40才以上の部 

一般重量級の部 

優勝 

3 位 

仲 村 孝 行 

加 藤 英 昭 
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★お元気ですか？ 保健婦です★

うつ病のこと、知ってますか。 

うつ病は工心のかぜ」のよづなものp =7人に 11はうづ病の経験者 

私達現代人は、人間関係や仕事 病気など、多くのストレスにさらされています。 

ストレスが大きすぎると心も疲れてしまい、いわゆる「うつ病」になることがあります。 

このうつ病に対しては、「ー部の特別な人がかかる特別な病気」というイメージを持って 

いる人が少なくありませんが、うつ病は「心のかぜ」ともいわれ、誰にでも起こりうる 

病気なのです。国立精神 神経センターなどの調査によると、日本人の7人に1人はうつ 

病の経験者であるともいわれているほどです。 

つ病が起こるきっかげは文イ士ズの変化だけではないニー 

うつ病は、生活や環境の変化がきっかけとなって起こります。就職や引越し 離婚など 

精神的なストレスの大きいものがあげられますが、昇進や結婚 進学などプラスに見える 

変化でもストレスが生じることがあります。例えば、昇進して仕事が増え、周囲の人の期 

待に応えようと頑張り過ぎてしまって、うつ病を発症するケースなどがそうです0 

「気分が沈む丁「やる気がわか参いJ そん辱症状が2週間以上続いたら受診を 

うつ病は心身の病気ですので、心と体に症状が現れます。「仕事をやる気にならない」 

「興味や関心がなくなった」「不安 緊張 イライラ」などの心の症状と、「眠れない」 

「頭痛 肩こり」「だるい 疲れやすい」などの体の症状がみられますが、以上のような 

症状が2週間以上続く場合は精神科もしくは心療内科を受診しましょう〇 

周囲の人の励ましば逆効果。温がく見守ってあげることが大切一ー」 

本人を元気づけようと「頑張って」と励ましたりするのは禁物です。本人は頑張りたく 

ても頑張れないのですから、叱吃激励は本人を追い詰めることになり、自殺へと追い込ん 

でしまうこともあります。また、気晴らしにと温泉旅行などに連れ出しても、本人は疲れ 

るだけです。「甘えている」「本人のやる気がないせいだ」などと考えず、今は十分な休養 

が必要な時期だということを理解しましょう。 

プうつ病は症状の軽いうちに発見じできちんと治療すればそれだけ早く回復する三二… 

症状があっても、精神科や心療内科への受診をためらって、ほうっておく人が大半です0 

早期発見 早期治療のためにも積極的に精神科や心療内科を利用しましょう。 

后i目談は 
保健福祉センター 保健婦 （容2 2- 5 1 

×田川イ呆健所 

精神イ呆健福祉係（公44 - 06 

磯無 
筆；ニド’ 

縄 級 

麟 

子育てを応援しますノ 
子育ての悩みやストレス 

解消の場として、親どおし、 

子どもどおしの小さな出会い 

の場として、ご利用下さい。 

今年もいろいろな活動を予定しています。 

保
健
婦
の
松
田
で
す
。
 

年間行事予定 

4 月 
年間計画作成・戸別訪問・協力者会議・誕生会（自己紹介、園庭遊び 
戸外遊び） 

5 月 バス遠足・ミ二講座・リズム遊び・誕生会（戸外遊び） 

6 月 観劇・リズム遊び（すずらん保育所）製作・誕生会（絵本の読み聞かせ） 

7 月 七夕会・リズム遊び・プ一ル遊び・誕生会（うちわ作り）・夕涼み会参加 

8 月 プ一ル遊び‘誕生会（シャボン玉） 

月
 

9
 

救護法・消火訓練・リズム遊び・誕生会（映写会）・不用品バザ― 

10月 バス遠足・運動会参加・リズム遊び・誕生会（戸外遊び） 

11月 育児講演会・近郊散歩‘リズム遊び（ぎんなん保育園）・誕生会（試食会） 

12月 ミ二講座・リズム遊び・誕生会・クリスマス会（ブラックシア夕ー） 

1 月 折り紙‘お年寄りとの交流（クッキング）・リズム遊び（第一保育所） 
・誕生会（紙芝居） 

2 月 保育所との交流・ミ二講座・リズム遊び・誕生会（ひな人形作り） 

3 月 ひな祭り会（お茶会）・リズム遊び・音楽鑑賞・誕生会（工プロンシア夕―) 
協力者会議 

サ 

サークル ペガサス 

工アロビクス、ダンスでリフレッ 
シュしてみませんか？ レッスンの 

後のおしゃべりも楽しいですよ。 

支援センターの先生による託児あり 
（月曜日のみ） 

小さなお子さんがいても〇K ! 
まずは、入会前の1回無料体験で笑 

顔とすてきな時間を6 El .グ 

日時】毎週月・水‘土曜日 

AM10:00--11:00 
＊月曜日は初心者コースです 

場所】保健福祉センター 
（機能訓練室） 

会費】週1度のレッスン月1,000円 

週2度のレッスン月2,000円 

週3度以上J】プソヌン月3,000円 

<5 週目は、お休みです。〉 

運動靴・タオル・水筒・運動しやすい服装 

リーダー 】岩根公(22) 4 1 5 1 

サブリーダー 】吉田公(22) 2589 

久富公(22)6953 

皆さんこんにちは 
4月2日より税田先生にかわって子 

育て支援センターへ異動となりました 
月島恒子です。 

子育ての楽しさや心配こと悩み等の 
大変さをともに語り、お母様たちのお 
役に立てるよう努力していきたいと思っ 
ています。 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

/ 

子育て相談 
もお受けし 
ています。 

さあ！勇気を出して話して 

見ませんか？ 
電話相談（月～金）9時～16時 
来所相談（月～金）9時～16時 
訪問相談（火） 10時～16時 

、 ノ 

ークル会員大募集 

手作りサークルさくらんぼ 

今年度は初の試みであるバザーに 
も挑戦、メンバーも5名増え、ます 

ます楽しく活気にあふれる 

さくらんぼになりそうです。 

親子で、楽しく充実したひとときを 

過ごしてみませんか？ 

リーダー】橋本由美 
公 (22) 6526 

活動日】毎週金曜日AM10: 00-S--

場 所】子育て支援センター 

13年度活動計画 

月 活動内容 行 事 

4月 子供椅子力バ一製作 

（支援セン夕一用） 

4/20今年度活動 

5月 ス夕―ト 

6月 

バザー用品制作 7月 

8月 夏祭り 

9月 

×ma s作品制作 

バザ一（支援セン 

10月 夕一行事参加） 

11月 

12月 ×ma s会 

1月 

自 由 課 題 2月 

3月 13年度反省会 

あぷ嘉あぷ倶楽部 

初心者からでも楽しめる工アロ 

ビクスです。 

体を動かしたい方・汗を流したい 

方お待ちしています。 

レッスン日】毎週水曜日 

14 : 30~15 : 30 
】中央保育所（ホール） 
月1,000円 

岩田美穂 
' (22)6526 
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B型肝炎●C型肝炎検査受診の呼びかけについて ● 

ぐ公表医療機関》 

福岡県立遠賀病院（遠賀郡岡垣町）、福岡県立消化器医療センター朝倉病院（甘木市）、 

久留米大学病院（久留米市）、医療法人雪の聖母会 聖マリア病院（久留米市）、 

西医院【廃院】（久留米市）、医療法人社団陽明会 小波瀬病院（京都郡苅田町）、 

重藤外科病院【廃院】（山門郡三橋町）、サンワ病院（不明）、ニシゼン力【廃 

院】、福岡刑務所医務部（糟屋郡宇美町）、国立療養所福岡東病院（糟屋郡 

古賀町）、石橋外科医院【廃院】（大川市）、大牟田市立総合病院（大牟田市）、 

財団法人福岡県社会保険医療協会 社会保険田川病院（田川市）、田川市 

立病院（田川市）、牛島医院（ハ女市）、飯塚病院（飯塚市）、福岡大学病 

院（福岡市城南区）、国立病院九州医療センター（旧国立福岡中央病院）（福 

岡市中央区）、医療法人社団広仁会 広瀬病院（福岡市中央区）、福岡市立 

こども病院・感染症センター（福岡市中央区）、国家公務員等共済組合連合 

会 浜の町病院（福岡市中央区）、九州大学医学部附属病院（福岡市東区）、 

福岡赤十字病院（福岡市南区）、医療法人敬仁会 友愛病院（福岡市博多区）、 

山下病院【廃院】（福岡市博多区）、財団法人健和会 中原病院（旧財団法人健 

和会 健和総合病院）（北九州市戸畑区）、佐藤病院【廃院】（北九州市若松区）、 

国立小倉病院（北九州市小倉南区）、医療法人北九州病院 北九州総合病院（北九州 

市小倉南区）、社会福祉法人朝日新聞西部厚生文化事業団 社会保険小倉記念病院（北九 

州市小倉北区）、北九州市立医療センター（北九州市小倉北区）、新栄会病院（北九州市小倉北 

区）、産業医科大学病院（北九州市ハ幡西区）、九州厚生年金病院（北九州市ハ幡西区）、医療法 

人香林会 香月中央病院（北九州市ハ幡西区）、社会福祉法人恩賜財団済生会支部福岡県済生会 

ハ幡総合病院（北九州市ハ幡東区）、北九州市立ハ幡病院（北九州市ハ幡東区）、小野外科内科 

医院（北九州市ハ幡東区）、北九州市立門司病院（北九州市門司区）、福岡県立柳川病院（柳川 

市）、 ~日国立久留米病院（国立病院九州医療センターに統廃合）（福岡市中央区）（旧住所】久留 

米市） 

以上福岡県内の医療機関のみ抜粋。全国の医療機関については、厚生労働省ホームページ、 

福岡県ホームページをこ覧になるか、下記にお問い合わせください。 

〈問い合わせ先フ 

■厚生労働省医薬局血液対策課 公o 3 (5253 ) 1 1 1 1 

（内線】2730 ~2732 ) 

厚生労働省ホームページhttpソ加ww mhlw go . Jp 

■福岡県保健福祉部薬務課 

（内線 31 84 ) 

容0 92 (65 1 ) 1 1 1 1 

（内線】31 26 、 31 31 ) 

福岡県ホームページ httpソ加ww .pref . fukuoka jij 

■福岡県保健福祉部健康対策課 

非
加
熱
血
液
凝
固
因
子
製
剤
に
つ
 

け

っ

し

上

う

 

い
て
は
、
多
数
の
血
梁
を
プ
ー
ル
し
 

て
製
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
 

そ
の
当
時
c
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
発
 

見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
製
造
工
程
に
お
 

け
る
ウ
イ
ル
ス
不
活
化
の
た
め
の
技
 

術
も
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
 

当
時
、
承
認
・
製
造
さ
れ
た
非
加
熱
 

血
液
凝
固
因
子
製
剤
を
投
与
さ
れ
た
 

方
々
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
 

て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
想
定
 

さ
れ
ま
す
。
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
 

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
当
該
 

製
剤
の
投
与
を
受
け
た
方
々
の
感
染
 

実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
当
該
製
剤
 

を
血
友
病
以
外
の
患
者
に
投
与
し
た
 

可
能
性
の
あ
る
医
療
機
関
を
公
表
し
、
 

血
友
病
以
外
の
病
気
で
非
加
熱
血
液
 

凝
固
因
ブ
玄
「
衣
剤
の
投
与
を
受
け
た
方
々
 

へ
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
呼
び
か
 

け
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

以
下
の
対
象
者
に
該
当
す
る
方
々
 

に
つ
い
て
は
、
過
去
に
治
療
を
受
け
 

た
公
表
医
療
機
関
で
、
B
型
肝
炎
ウ
 

イ
ル
ス
、
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
 

を
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

転
居
等
に
よ
り
、
当
該
医
療
機
関
に
 

受
診
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
 

他
の
公
表
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
 

だ
さ
い
。
 

対
象
期
間
内
に
受
診
さ
れ
た
場
合
は
、
 

B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、
C
型
肝
炎
ウ
 

イ
ル
ス
検
査
費
用
は
無
料
と
な
り
ま
 

す。 な
お
、
診
療
録
等
の
保
存
年
限
は
 

5
年
と
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
受
 

診
さ
れ
た
医
療
機
関
に
お
い
て
当
該
 

製
剤
の
投
与
状
況
等
の
確
認
が
で
き
 

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
 

う
な
場
合
で
も
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
 

査
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
承
知
 

の
上
進
ん
で
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
願
 

い
い
た
し
ま
す
。
 

）対」 

」象「 

者 

昭
和
 47 

年
ー
昭
和
 63 

年
の
間
に
次
 

の
よ
う
な
病
気
で
、
公
表
医
療
機
関
 

に
入
院
し
た
こ
と
の
あ
る
方
 

〇
新
生
児
出
血
症
（
新
生
児
メ
レ
ナ
、
 

ビ
タ
ミ
ン
K
欠
乏
症
等
）
等
の
病
 

気
で
「
血
が
止
ま
り
に
く
い
」
と
 

の
指
摘
を
受
け
た
人
 

〇
肝
硬
変
や
劇
症
肝
炎
で
入
院
し
、
 

出
血
が
著
し
か
っ
た
人
 

〇
食
道
静
脈
癌
の
破
裂
や
消
化
器
系
 

疾
患
に
よ
り
大
量
の
吐
下
血
が
あ
っ
 

た
人
 

〇
大
量
に
出
血
す
る
よ
う
な
手
術
を
 

受
け
た
人
（
出
産
時
の
大
量
出
血
 

も
含
む
）
 

麟
映
舞
舞
総
天
れ
期
間
 

平
成
 13 

年
7
月
 31 

日
ま
で
 

D
ー 

(X
) 
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◆◇◆◇平成 3年度社会教育事業予定◇◆◇◆ 1
 

プ 期一二＝ 二… ー厭 三 
三三： 

一 か、 ，皇 
舞 吻 

体
 

育
 

関
 

係
 

町民ソフトボ一ル大会 4月 8日 町民グランド‘方城中・日立マクセル 

町民ゲ一トボール大会 4月1 3日 町民グランド 

郡ゲ一トボール大会 4月1 8日 香春町ゲ一トボール場 

郡体軟式野球 4月29日 大任町民球場 

添田町民球場 

郡体ソフトボ一ル（壮実年） 5月20日 方城町民グランド 

郡体硬式庭球 5月27日 赤池町テ二ス場 

郡体ソフトボール（一般男子） 6月 3日 方城町民グラント 

郡体剣道 6月1 0日 方城町民体育館 

郡体卓球 糸田町文化福祉総合会館 

郡体ソフトボ一ル（女子） 6月1 7日 方城町民グラント 

郡体インデイア力 金田町民会館 

郡体バレ一ボ一ル（一般女子） 6月24日 香春町勤労者体育セン夕― 

郡体陸上競技 田川市黄金ケ丘陸上競技場 

郡体ソフトテ二ス 川崎町民テニスコ―ト 

郡体相撲 赤村小学校相撲場 

郡体弓道 7月 1日 香春町弓道場 

郡体バレ一ボ一ル（壮年女子） 川崎町民体育館 

郡体バドミントン 4 ・・［ココm-r田A 、含白 
工］1:L」」山」」ニし工又広口 

郡体水泳 7月 8日 大任町海洋セン夕一町民 

第44回県民体育大会（夏季大会） 8月 

第44回県民体育大会（秋季大会） 9月 

町民インデイア力大会 1 2月 町民体育館 

田T［三ョI じ、I I一＝-fデ一II，→ー冷， 
山j」 ンノ 、lノ ノ~、 ノvハzA 1 2月 町民体育館 

郡駅伝大会 1 2月 

郡マラソン大会 1月 

第50回郡市対抗駅伝大会 2月 

子

ど

も

育

成

会

 

第44回子ども会ソフトボ一ル大会 7月29日（日） 町民グランド 外 

ジュ二アリ一ダ一研修会 7月 田川市 

三世代グランドゴルフ大会（人材育成） 7月～8月 町民グランド 

田川郡子どもスポ一ッ大会 8月1 9日（日） 金田町 

少年の翼『沖縄平和学習』（人材育成） 

三世代ふれあい体験学習（人材育成） 

8月18日～20日 

9月 2日 

沖縄県中城村 

地引き網 

筑豊ブロックスポ一ッ大会 9月 飯塚 

下田川子ども会スポ一ッ交流会 9月23日（日） 糸田町 

第5回ふれあいマラソン 
第41回子ども駅伝大会 

1 1月1 8日（日） 

公
 

民
 

館
 

老人大学 5月1 4日（月） 中央公民館 

町民プール 7月20日（金） 町民プ―ル 

プ―ル教室 7月20日～22日 

成 人 式 8月1 5日（水） 中央公民館 

町民運動会 9月 9日（日） 町民グランド 

てケ ル 奴 
ノ、 I I~ ソコ、 

1 1月 
（日） 

中央公民館 

健全育成大会 1 2月 2日（日） 中央公民館 

一 

手
島
直
倫
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
o
 

.
 

新町の手島直倫さん 

手
島
さ
ん
は
、
過
去
 10
 

年
間
 

行
政
相
談
委
員
の
経
験
が
あ
り
、
 

卓
越
し
た
手
腕
と
知
識
で
十
分
、
 

皆
様
の
ご
相
談
に
の
っ
て
い
た
 

だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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●
公
証
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

遺
言
の
す
す
め
 

遺
言
（
ゆ
い
ご
ん
）
を
し
て
妻
子
な
ど
相
続
人
間
の
後
日
の
 

争
い
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
 

た
と
え
ば
夫
婦
間
に
子
供
が
な
く
、
永
年
連
れ
そ
っ
た
妻
に
 

遺
産
全
部
を
相
続
さ
せ
た
い
と
き
、
長
い
間
農
業
や
店
な
ど
の
 

家
業
を
手
伝
っ
た
子
ど
も
に
家
業
を
継
が
せ
た
い
と
き
、
同
居
 

し
て
身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
く
れ
て
い
る
子
ど
も
に
家
や
土
 

地
（
農
地
を
含
む
）
を
相
続
さ
せ
た
い
と
き
、
配
偶
者
も
子
供
 

も
な
く
、
世
話
に
な
っ
た
弟
・
妹
・
友
人
な
ど
に
遺
産
を
や
り
 

た
い
と
き
に
は
、
特
に
遺
言
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

公
証
役
場
で
は
、
法
務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
た
公
証
人
（
判
 

事
、
検
事
、
法
務
局
長
な
ど
出
身
の
法
律
専
門
家
）
が
、
遺
言
 

書
の
ほ
か
、
金
銭
の
貸
借
、
売
買
、
不
動
産
・
動
産
の
賃
貸
借
 

の
契
約
書
な
ど
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
利
用
く
 

だ
さ
い
。
遺
言
な
ど
の
相
談
は
、
 

田
川
公
証
役
場
公
（
 44
 

)
4
1
3
0

へ
ど
う
ぞ
ノ
 

．
奉
ぎ
喜
章
苦
」
着
着
『
喜
ま
「
演
譲
善
篇
譲
暑
幸
苦
 

そ軍費軍f費年費；S！年と，こ自年l~：吐敏‘と4 】R自：：魂羊自笹独畦；' 

検
 察
審
査
会
に
 

ご
相
談
を
 

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
 

被
害
に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
 

庁
に
訴
え
た
が
 
検
察
官
が
 

そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
 

く
れ
な
い
。
こ
ん
な
不
満
を
 

お
持
ち
の
方
は
検
察
審
査
会
 

に
お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
 

い
。
相
談
は
無
料
で
す
し
、
 

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
 

【
お
問
い
合
わ
せ
】
 

福
岡
地
方
裁
判
所
田
川
支
部
 

内
 
田
川
検
察
審
査
会
事
務
 

コョー 

g
 

、
〔
ノ
」
ノ
 

にトバ 

1
 

「
4
1

、 

芭 0
『ー〔b
つu 

お
問
い
合
わ
せ
先
・
田
川
保
健
所
公
（
 44 

)
0
6
6
6
 

田川保健所定例相談・検査業務のご案内 （平成13年4月1日現在） 

受 付 項 目 曜日 受付時間 費用 備 考 

各種免許・許可申請 月～金 8:30-17:15 有 

水質検査 月 就00-12】00 有 火曜日に祝日がある週は除く。 

便の細菌検査 月～水 9:OO-12:00 有 祝日がある週は受付できない日があります。 

飼い犬の引取・飼い猫の引取 水 9:OO-17:00 無
 

持ち込み制 

エイズ相談 火 9:OO-11:00 無
 

精神保健福祉相談 火 10:OO-11:30 無
 

予約制 

思春期相談 木 13:00----15:00 無 予約制 第2 ・ 4 週 

精神障害者の社会復帰事業 
（デイケア） 水 10:00-15:00 無 第1 ・ 3 週 

乳幼児発達相談 金 13:30-14:00 無 予約制 第1金（但し、 5 月・1月は第2 金） 

栄養相談 月
水
 

就30-11:30 
13:00-15:30 無 

予約制 第2 週 
予約制 第4 週 

女性の健康の電話相談 月～金 就00-17】00 無 

難病ホットライン 月～金 就00-17:00 無 相談専門の電話番号 容094744一2766 

難病交流会 水 13:30-15:00 無 第4 週 

地域保健・思春期ライブラリー 月～金 9:00-17:00 無 
※ 上記のイベントに関してのお問い合わせは、社会教育課 公22一4300 まで 
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力
ウ
 

歩行者の事故多発！ 
■特に夜間、早朝に重大事故が発生しており、 

夜道路を歩くときは、反射材を用いるなど、 
目立つ服装をする。 

■バイパスを横断するときは、遠回りでも信号機 
がある横断歩道を横断する。 

めざせ1無事故ベストワン~ 

～県民の人命尊重を基本理念に～ 

平成12焦中の福難県の交通事故は、死者数こそ減少したものの発生件数、傷者数二 

は過去最多となりました。 

このような厳しい交通憶勢の改善を図るため、新世編元年の平成13年を交通事故 

抑止元年ど位買付け、交通事故のない安全な福縄県の実魂をめざすものです。 

●平成12年中の交通事故 

発生件数 傷者数 

51.711件 63.590人 ザ’ 'I ■ 要」エー vv 'v vv ハ 

死者数 

307人 

時間単位の発生 

●発生件数 
約10分12秒に1件発生 

●傷者数 
約8分17秒に1人負傷 

●死者数 
約28時間37分に1人死亡 

交通事故の特徴 
●信号無視、脇見運転、安全不確認等交通モラル・マナーの欠如を原因とした事故が多発 

●交差点及びその付近での交通事故が全体の60％以上 

●高齢者の交通事故は、発生件数、死者数とも1 0 年前の2 倍 

●若者による交通事故は、平成8年以降12 , 000件を超え、無謀運転による死亡事故が多発 

ーノ 

セ 
ラ
 ~ 
カ 

、、 

、 

ア 
ド 
バ 
イ 
ス 

リ 
I
I
I
 

ア フ 

て
 み
 士
よ
 

せ
ん
か
 

織
麟
麟
麟
麟
慧
麟
鷺
麟
轟
麟
麟
鷺
麟
 

一
歳
ハ
か
月
の
女
児
が
い
ま
す
。
近
所
で
年
の
近
い
 

子
の
お
む
つ
が
取
れ
た
話
を
耳
に
し
、
わ
た
し
も
、
 

こ
の
夏
こ
そ
は
お
む
つ
を
取
ろ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。
と
こ
 

ろ
が
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
た
の
で
す
が
う
ま
く
い
き
ま
 

せ
ん
。
そ
の
う
ち
に
、
ど
も
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
 

し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

時
期
が
く
れ
ば
う
ま
く
い
 

ゆ
っ
た
り
と
構
え
よ
う
 

二
歳
前
後
の
子
ど
も
は
、
 

片
言
を
話
し
始
め
て
か
わ
 

い
ら
し
く
な
る
こ
と
で
す
が
、
こ
 

の
こ
ろ
多
く
の
親
は
お
む
つ
を
取
 

る
こ
と
に
悩
ま
せ
る
よ
う
で
す
。
 

と
り
わ
け
、
初
め
て
の
子
の
場
合
、
 

育
児
書
ど
お
り
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
 

を
し
よ
う
と
し
て
、
思
い
ど
お
り
 

に
い
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

ノ
×
 

こ
ろ
あ
い
を
見
計
ら
っ
て
ト
イ
レ
 

に
座
ら
せ
て
も
そ
っ
く
り
返
っ
て
 

嫌
が
り
、
下
に
降
ろ
し
た
途
端
に
 

漏
ら
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
び
 

重
な
る
う
ち
に
協
せ
り
、
い
ら
い
 

ら
し
て
、
つ
い
叱
っ
て
し
ま
い
ま
 

す
。
感
じ
や
す
い
子
ど
も
は
、
ど
 

も
り
の
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り
 

ま
す
。
 

そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
い
っ
た
 

ん
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
や
め
ま
し
ょ
 

う
。
こ
の
夏
こ
そ
と
思
い
込
み
過
 

ぎ
ず
、
「
来
年
で
も
い
い
わ
」
と
 

思
う
の
で
す
。
時
期
が
く
れ
ば
、
 

必
ず
う
ま
く
い
く
よ
う
に
な
り
ま
 

す
か
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
か
ま
え
る
 

こ
と
が
大
切
で
す
。
 

ど
も
り
の
ほ
う
は
、
気
に
な
っ
 

て
も
な
る
べ
く
気
に
し
な
い
よ
う
 

に
し
ま
し
ょ
う
。
言
葉
を
い
ち
い
 

ち
直
し
た
り
し
な
い
で
、
静
か
に
 

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
直
 

ら
な
く
て
も
あ
せ
ら
な
い
こ
と
で
 

す
。
二
、
三
か
月
、
時
に
は
そ
れ
 

以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
 

親
の
落
ち
着
い
た
対
応
で
、
い
つ
 

の
間
に
か
治
り
ま
す
よ
。
 

（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
石
井
美
年
）
 

菖
蒲
湯
は
五
月
五
日
の
節
句
の
 

日
に
、
風
呂
に
シ
ョ
ウ
フ
の
根
つ
 

き
の
葉
を
浮
か
べ
て
入
浴
す
る
風
 

習
の
こ
と
。
シ
ョ
ウ
フ
は
邪
気
を
 

払
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

菖
蒲
湯
は
平
安
時
代
か
ら
宮
中
 

で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
武
家
 

政
権
の
時
代
か
ら
は
、
菖
蒲
は
 

「
尚
武
」
、
武
を
た
っ
と
ぶ
に
通
 

じ
る
と
い
う
の
で
、
五
月
五
日
 

は
男
の
子
の
節
句
と
さ
れ
、
武
 

者
絵
や
武
者
人
形
、
鯉
の
ぼ
り
 

な
ど
を
飾
っ
て
、
菖
蒲
湯
に
入
 

り
、
男
の
子
の
成
長
を
願
う
こ
 

と
が
、
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

現
在
は
、
五
月
五
日
は
「
こ
ど
 

も
の
日
」
と
し
て
、
女
の
子
、
男
 

の
子
を
間
わ
ず
、
祝
う
日
と
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
 

春
の
大
型
連
休
中
と
あ
っ
て
、
 

外
出
す
る
家
族
も
多
い
こ
と
で
し
 

ょ
う
。
帰
宅
後
、
菖
蒲
湯
で
疲
れ
 

を
と
る
の
も
一
案
で
す
。
ま
た
、
 

公
衆
浴
場
（
銭
湯
）
で
も
、
こ
の
 

日
は
菖
蒲
湯
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
 

が
あ
り
ま
す
。
 

な
お
、
菖
蒲
湯
に
使
う
シ
ョ
ウ
 

、
フ
は
、
サ
ト
イ
モ
科
の
多
年
生
草
 

本
で
、
川
岸
や
池
沼
に
自
生
し
て
 

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
 

、
フ
と
は
違
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
お
米
は
稲
の
生
成
 

に
よ
っ
て
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
 

が
、
お
米
の
表
示
方
法
は
、
四
月
 

か
ら
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
J
A
S
 

法
に
基
づ
く
「
玄
米
及
び
精
米
品
 

質
基
準
」
に
よ
っ
て
、
生
産
直
売
 

を
含
む
お
米
を
販
売
す
る
す
 

べ
て
の
業
者
に
、
表
示
が
義
 

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
表
示
 

内
容
は
、
名
称
・
原
料
玄
米
 

の
産
地
・
産
年
・
品
種
・
使
 

用
割
合
・
内
容
量
・
精
米
年
 

月
日
・
販
売
者
な
ど
で
す
。
 

購
入
時
に
は
表
示
を
参
考
に
 

し
ま
し
よ
う
。
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平
成
 13 

年
度
 

保
育
士
試
験
準
備
講
習
会
 

【趣 

旨
】
保
育
士
試
験
受
験
希
望
 

者
に
受
験
準
備
の
機
会
を
提
供
し
、
 

有
能
な
保
育
士
を
社
会
に
送
り
出
す
 

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
 

【名 

称
】
平
成
 13
 

年
度
保
育
士
試
 

験
受
験
準
備
講
習
会
 

【主 

催
】
福
岡
県
保
育
所
連
盟
 

【
実
施
期
間
】
平
成
 13
 

年
7
月
9
日
 

（
月
）
1
7
月
 21
 

日
（
土
）
 
12
 

日
間
 

た
だ
し
、
7
月
 15
 

日
（
日
）
を
除
く
 

ス云 

場
】
第
一
経
済
大
学
 
記
念
 

厚
生
会
館
 
福
岡
市
太
宰
府
五
篠
3
 

丁
目
 11
 

ー
 25
 

合

0

9

2

 
(
9
2
2

) 

5

1

3

1

 

【
受
験
対
象
】
原
則
と
し
て
保
育
士
試
 

験
受
験
資
格
者
、
そ
の
他
特
に
受
講
 

を
希
望
す
る
人
 

【
受
講
料
等
】
 
13
 

科
目
（
全
科
目
）
受
 

講
 

1
3
、
0
0
0
円
 

4
科
目
以
上
受
講
 

1
0
、 

円
 

3
科
目
以
上
受
講
 

8
、 

(on
)（。） 

0
0
0
円
 

【
講
習
内
容
】
保
育
士
試
験
科
目
全
般
 

【
申
込
期
間
】
6
月
 12
 

日
（
火
）
1
6
 

月
 22
 

日
（
金
）
 

※
受
講
申
込
用
紙
は
、
方
城
町
保
健
福
 

祉
課
も
し
く
は
、
最
寄
り
の
県
・
市
福
 

祉
事
務
所
で
交
付
し
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

方
城
町
保
健
福
祉
課
 

公
 

（ 22 
) 

5

1

0

1

 

第
 8
 

0
〕 

一
 

一
 

磯
知
 」

峯
】
帝
、
 

f
 

」
峯
誹
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一
 

・ 
m棒

「
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‘・ 

鼻喜一 

‘・ 

J
W
W
一 

ー

 

い
荒
（
母
 

●
 

ー
 

．r 

盛

嚇

 

・

？

 ）
」
雄
 

ト

■

 
一
 

臨
鶴
欝
が
い
無
鷺
欝
」
ぎ
 
瓢
鶴
鷺
」
が
 

、
 

一
 

、
 

I
 

、
 

一
 

、
 

一
 

I
I

・
・
、
、
、
 

（
I
I

‘
、
、
、
 

I
 

、
 

轟ぎ 

』
）
議
鵬
憐
‘
'
‘
峨
声
 

占
熱
鷺
嚇
‘
‘
言
ザ
 

'
（
」
難
業
 

福
岡
県
大
学
等
合
同
会
社
面
談
会
 

大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
・
公
共
 

職
業
能
力
開
発
施
設
を
平
成
 14
 

年
3
月
 

卒
業
さ
れ
る
方
（
平
成
 13
 

年
3
月
卒
業
 

さ
れ
た
方
で
未
就
職
者
を
含
む
）
を
対
 

象
に
し
た
、
地
元
企
業
と
の
合
同
会
社
 

面
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

福
岡
県
内
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
学
 

生
の
皆
さ
ん
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
 
時
】
平
成
 13
 

年
6
月
 13
 

日
（
水
）
 

11
 

時
 30
 

分
ー
 16
 

時
 30
 

分
 

場
 
所
】
九
電
記
念
体
育
館
 

福
岡
市
中
央
区
薬
院
4
1
1
4
1
1
 

参
加
予
定
企
業
】
県
内
の
地
場
企
業
 

(
1
0
0
社
程
度
）
 

開
催
内
容
】
学
生
受
付
 
11
 

時
 30
 

分
ー
 

15
 

時
 00
 

分
 

面
談
時
間
】
 
12
 

時
 00
 

分
ー
 16
 

時
 30
 

分
 

【
申
込
期
限
】
平
成
 13
 

年
5
月
 11
 

日
 

（金） 

【主 

催
】
福
岡
労
働
局
・
福
岡
県
福
 

岡
学
生
職
業
セ
ン
タ
ー
 

盆（ 

催
】
囲
福
岡
県
雇
用
対
策
協
会
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

福
岡
学
生
職
業
セ
ン
タ
ー
 

公

0

9

2

 
(
7
1
4

) 

囲
福
岡
県
雇
用
対
策
協
会
 一 

に
J

に
J

ハ
b
 

容
0
9
2

(
7
5
1
)
1
6
5
5
 

響
 

」鷺．， 

ノ
』
繊
 

回
簿
記
検
定
試
験
実
施
 

【日 

時
】
6
月
 10 

日
（
日
）
 

1
級
・
3
級
廿
午
前
9
時
開
始
 

2
級
・
4
級
廿
午
後
1
時
開
始
 

【
受
験
料
】
1
級
1
7
、
1
4
0
円
 

4 3 2 
級級 級 
廿 I 廿 
1 2 4 

0
8
0
円
 

0
4
0
円
 

5
3
0
円
 

【場 

所
】
福
智
高
等
学
校
 

【
申
込
期
間
】
4
月
 24 

日
、
5
月
 14
 

日
 

【
お
問
い
合
わ
せ
】
田
川
商
工
会
議
所
 

容
 

（ 44 
) 
3

1

5

0

 

平
成
 13 

任
寺
反
第
ー
回
危
険
物
」
取
扱
 

者
試
験
お
よ
び
準
備
講
習
会
 

1
、
準
備
講
習
会
 

【
講
習
日
】
6
月
3
日
（
日
）
 

【
講
習
種
目
】
乙
第
4
種
・
丙
種
 

【
講
習
場
所
】
田
川
地
区
消
防
本
部
講
 

堂
 

富又 

付
】
4
月
 19 

日
1
5
月
 21 

日
 

【
申
込
方
法
】
田
川
地
区
消
防
本
部
内
 

田
川
地
区
防
災
協
会
ま
で
持
参
。
 

2
、
試
 

験
 

【
試
験
日
】
6
月
 17
 

目
（
日
）
 

【
試
験
種
目
】
全
種
類
 

【
試
験
会
場
】
近
畿
大
学
工
学
部
（
飯
 

塚
市
）
他
 

【
願
書
受
付
】
4
月
 19 

日
、
5
月
 10 

日
 

、
 

'
I

・
、
、
、
 

) 

【
申
込
方
法
】
（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
 

ン
タ
ー
福
岡
県
支
部
へ
持
参
、
ま
た
 

は
郵
送
。
 

【
お
問
い
合
わ
せ
】
（
社
）
田
川
地
区
防
 

災
協
会
事
務
局
合
（
 44 

)
0
6
5
0
 

※
願
書
等
は
、
田
川
地
区
消
防
本
部
お
 

よ
び
、
金
田
、
川
崎
、
添
田
、
香
春
の
 

各
署
所
に
備
え
て
い
ま
す
。
 

初
め
て
の
方
の
た
め
の
 

ー
T
講
習
会
受
講
生
募
集
 

ー
福
智
高
等
学
校
ー
 

福
智
高
等
学
校
は
福
岡
県
の
委
託
を
 

受
け
て
I
T
講
習
の
受
講
生
を
募
集
し
 

て
い
ま
す
。
 

【
講
習
内
容
】
超
初
心
者
の
方
の
た
め
 

の
。
ハ
ソ
コ
ン
入
門
 

●
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
 

●
ワ
ー
プ
ロ
文
書
作
成
 

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
 

●
電
子
メ
ー
ル
入
門
 

【
開
講
日
】
各
月
の
第
1
1
第
4
土
曜
 

日
 

●
第
1

回
6
月
 
●
第
2

回
8
月
 

●
第
3

回
 10 

月
 
●
第
4

回
 12 

月
 

※
各
回
と
も
 12 

時
問
・
4

日
間
×
3
 

時
間
 

※
各
回
と
も
同
じ
内
容
で
す
の
で
受
 

講
は
1

回
限
り
 

心
配
こ
と
相
談
所
の
開
設
 

ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

【
開
催
日
時
】
2

・
4

・
6

・ 
10 

月
の
 

第
2
木
曜
日
 
午
前
 10
 

時
か
ら
午
後
 

3
時
ま
で
 

8
月
は
、
休
み
。
 
12
 

月
は
、
人
権
週
 

間
行
事
と
し
て
別
に
計
画
し
ま
す
。
 

【
相
談
員
】
法
務
局
職
員
・
民
生
委
員
・
 

行
政
相
談
員
・
婦
人
相
談
員
・
保
護
 

司
・
人
権
擁
護
委
員
 

【場 

所
】
方
城
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
中
 

央
公
民
館
横
）
2
階
 

容
 

（ 22 

) 

3

7

7

8

 

平
成
 13 

年
度
第
2
回
 

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
 

【
募
集
す
る
団
地
】
 

空
屋
住
宅
（
県
内
に
所
在
す
る
既
存
 

団
地
の
空
屋
住
宅
）
 

【
募
集
案
内
書
の
配
布
】
 

福
岡
県
筑
豊
県
営
住
宅
管
理
事
務
所
 

お
よ
び
、
直
方
・
田
川
出
張
所
で
、
 

6
月
1
日
1
6
月
 11
 

日
ま
で
配
布
申
 

込
受
付
を
し
ま
す
。
 

【
申
込
方
法
】
 

申
込
期
間
内
に
配
布
さ
れ
る
募
集
案
 

内
書
を
入
手
の
う
え
、
郵
送
（
案
内
 

書
添
付
の
封
筒
）
で
お
申
し
込
み
く
 

だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

筑
豊
県
営
住
宅
管
理
事
務
所
（
飯
塚
 

市
大
字
幸
袋
5
2
6
1
1
) 

容

0

9

4

8

 
( 21 
) 

3

2

3

2

 

応
募
資
格
】
 
20 

歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
 

初
心
者
の
方
 

定
 

員
】
毎
回
 20 

名
（
申
込
多
数
 

の
場
合
は
先
着
順
）
 

受
講
料
】
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
1
、 

5
0
0
円
程
度
を
別
途
負
担
）
 

申
込
締
切
】
平
成
 13 

年
5
月
 30 

日
（
水
）
 

必
着
 

申
込
方
法
】
往
復
葉
書
に
住
所
・
氏
 

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
受
講
す
る
 

講
習
会
の
回
次
番
号
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
福
智
高
等
学
校
 

〒
8
2
5
1
0
0
0
2
 

容

0

9

4

7

 
( 42 
) 

平
成
 13 

年
度
 

4
→
「
ノ
1

ー
 

訪
問
看
護
婦
養
成
講
習
会
 

福
岡
県
で
は
、
訪
問
看
護
支
援
事
業
 

の
一
環
と
し
て
、
現
在
訪
間
看
護
に
従
 

事
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
今
後
従
事
し
 

よ
う
と
す
る
看
護
職
員
の
方
を
対
象
に
、
 

訪
問
看
護
事
業
に
携
わ
る
う
え
で
必
要
 

な
知
識
や
技
術
を
修
得
し
て
も
ら
う
た
 

め
、
訪
問
看
護
婦
養
成
講
習
会
を
開
催
 

し
ま
す
。
 

スム 

場
】
福
岡
県
看
護
等
研
究
研
 

修
セ
ン
タ
ー
（
福
岡
市
中
央
区
赤
坂
 

1
1
 14
 

1

5

)

 

【日 

程
】
平
成
 13 

年
7
月
 24 

日
ー
 

平
成
 13 

年
9
月
 19 

日
（
う
ち
 30 

日
間
）
 

【
受
講
資
格
】
訪
問
看
護
に
従
事
す
る
 

者
（
従
事
予
定
者
を
含
む
）
で
、
実
 

は
辞
型
水
住
者
と
し
て
い
る
方
な
ど
 

で
元
軍
人
軍
属
等
の
公
務
員
で
 

あ
っ
た
方
へ
弔
尉
釜
・
見
舞
金
が
 

支
給
さ
れ
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
昭
和
 12
 

年
7
月
7
日
以
後
 

の
公
務
傷
病
に
よ
り
恩
給
法
や
戦
傷
病
 

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
な
ど
の
給
付
 

を
受
け
た
方
が
い
な
い
場
合
で
 

①
昭
和
 16
 

年
 12
 

月
8
日
以
降
死
亡
さ
れ
 

た
方
の
ご
遺
族
 

②
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
方
 

③
平
成
 13
 

年
3
月
 31 

日
以
前
に
死
亡
さ
 

14 

れ
た
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
っ
 

た
方
の
ご
遺
族
 

【
支
給
内
容
】
 

①
ま
た
は
③
に
該
当
す
る
方
は
、
弔
慰
 

金
2
6
0
万
円
（
ご
遺
族
の
方
）
 

②
に
該
当
す
る
方
は
、
見
舞
金
等
4
0
 

0
万
円
（
重
度
戦
傷
病
者
の
方
）
 

【
請
求
期
間
】
平
成
 13
 

年
4
月
1
日
、
 

平
成
 16
 

年
3
月
 31
 

日
（
3
年
間
）
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

方
城
町
役
場
 
保
健
福
祉
課
（
保
健
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
 

容
 

（ 22 
) 

5

1

0

1

 

i

、

＼

、

i

?
?
）
「
、
、
i

\
 

》 

ョ
く
・
文
く
【
、
 

7

一 

1
 

ニ
コ
ラ
 

一 

止」〈ー 

ノ
ー
ノ
‘
ー
ノ
ー
ー
L

ー
「
フ
呈
 

《

 

一
応
募
資
格
ー
県
内
在
住
の
成
人
女
性
 

一
募
集
人
数
ー
各
 45 

人
程
度
（
応
募
多
数
 

一 

の
場
合
は
抽
選
）
 

一
応
募
方
法
ー
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
 

一 

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
日
 

一
を
記
入
し
〒
肥
而
福
岡
犀
県
 

一 

民
情
報
広
報
課
広
聴
係
あ
て
送
付
。
 

一 

（
ー
枚
の
ハ
ガ
キ
で
3
人
ま
で
申
し
 

一 

込
み
で
き
ま
す
。
同
行
者
の
氏
名
、
 

一 

年
齢
も
記
載
し
て
く
だ
さ
い
o
) 

一
参
加
費
ー
無
料
（
昼
食
は
各
自
持
参
し
 

一

 

て
く
だ
さ
い
）
 

一
応
募
締
切
1
5
月
 21 

日
（
月
）
必
着
 

一
問
い
合
わ
せ
先
ー
県
民
情
報
広
報
課
 

《 

容

0

9

2

 
(

6

4

3

)

3

1

0

3

 

参
加
者
募
集
 

実 施 日 出発地 見 学 先 

5 月30日（水） 午前9時 

久留米発 

博多青松高校 

福岡県庁 

アクシオン福岡 

6 月1日（火） 午前9時 

小倉発 

福岡県立大学 

飯塚研究開発センター 

6 月5 日（火） 午前9時 

飯塚発 

御笠川浄化センター 

クローバープラザ（あすばる） 

6 月7 日（木） 午前9時 

福 岡発 

小倉高等技術専門学校 

平尾台自然観察センター 

r‘
、
、
、
、
、
、
《
ミ
、
、
《
ミ
、
ぐ
、
‘
、
ぐ
《
t
、
、
、
、
、
、
、
、
皿
、
き
‘
議
ミ
§
ぐ
、
く
ミ
‘
、
く
、
《
議
・
き
‘
、
ぐ
皿
・
、
、
し
 

、
ー
ノ
 

・

」

 

務
経
験
5
年
以
上
で
、
か
つ
 25 

歳
以
 

上
の
保
健
婦
・
士
、
助
産
婦
、
看
護
 

婦
・
士
、
准
看
護
婦
・
士
 

（
平
成
 
13 

年
4
月
1
日
現
在
）
 

「疋 

員】 

50 

名
 

冨
又
講
料
】
無
料
 
た
だ
し
、
テ
キ
 

ス
ト
・
資
料
代
等
 
約
4
2
、
0
0
 

O
H
J
 

【
申
込
締
切
】
半
成
 13 

年
5
月
 31 

日
（
木
）
 

ま
で
 

【
申
込
先
】
福
岡
県
看
護
協
会
 
福
 

岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
 

〒
鋤
ー
 
蹴
 
福
岡
市
山
血
入
区
赤
坂
1
ー
 

14 

1
5
 

福
岡
県
看
護
等
研
究
研
修
 

セ
ン
タ
ー
内
 

公
0
9
2

(
7
1
4
)
5
2
0
3
 

家
内
労
働
旬
間
の
お
知
ら
せ
 

5
月
 21 

日
か
ら
 31 

日
ま
で
の
間
、
家
 

内
労
働
法
に
つ
い
て
の
周
知
と
理
解
を
 

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
福
岡
県
家
 

内
労
働
旬
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

内
職
な
ど
に
関
す
る
疑
問
が
あ
れ
ば
、
 

福
岡
労
働
局
で
旬
間
中
に
設
置
さ
れ
る
 

内
職
1
1
0
番
 

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
0
1
2
0
1
4
1
 

7
1
4
9
）
又
は
最
寄
の
労
働
基
準
監
 

督
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

平
成
 13
 

年
度
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
 

【
実
施
職
種
】
 

m
和
 
裁
 
科
 

学
科
試
験
（
関
連
学
科
、
指
導
方
法
）
 

〈
実
技
試
験
免
除
者
に
限
る
〉
 

②
情
報
処
理
科
 

実
技
試
験
及
び
学
科
試
験
（
関
連
学
 

科
、
指
導
方
法
）
 

③
全
 

職
 
種
 

学
科
試
験
（
指
導
方
法
の
み
）
 

〈
実
技
試
験
及
び
学
科
試
験
（
関
連
 

学
科
）
の
免
除
者
に
限
り
ま
す
。
〉
 

【各試験の受付期間・試験期日及び試験場】 

試験（免許） 

職 種 
受付期間 試験区分 試験期日 試験会場 

和 裁 科 
5月28日 

1 
6月7日 

学科試験 
6月25日 

（月） 

福岡県吉塚合同庁舎 

（福岡市博多区吉塚本町13-50 ) 

公 092一643一0203 

情報処理科 
7月12日 

I 
7月18日 

学科試験 

実技試験 

8月9日 

（木） 

福岡高等技術専門学校 

（福岡市東区千早4 - 24 - 1) 

公 092-681-0261 

全 職 種 
10月29 

I 
11月8日 

学科試験 
12月5日 

（水） 

福岡県吉塚合同庁舎 

（福岡市博多区吉塚本町13-50 ) 

公 092-643-0203 

【
問
い
合
わ
せ
】
福
岡
県
生
活
労
働
部
 

労
働
局
職
業
能
力
開
発
課
 

〒
躍
ー
蹄
 

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
 

7
番
7
号
 

容
0
9
2

(
6
5
1
) 

1
1
1
1

（
内
線
4
2
8
7
) 

15 



ガ
花
い
か
だ
ク
進
水
式
 

ー
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
会
ー
 

4
月
 22
 

日
に
『
方
城
町
花
い
っ
ぱ
い
 

運
動
の
会
』
が
花
い
か
だ
を
作
成
し
、
 

迫
池
で
進
水
式
を
行
い
ま
し
た
。
 

パプラマ鋤r 
必赤 池 町容28一 2004 

■芸能発表会 5 月13日（日）13時 
赤池町同和対策中央研修所 

■町民体育祭 5 月20日（日） 9時 

赤池町町民グラウンド 

必添 田 町容82-1231 

■添田町神幸祭 5 月12日（土） 13日（日） 

（町内各地） 

■英彦山山開き・前夜祭 5 月26日（土） 

19時 （英彦山野営場）・祈願祭 5 月27日 

（日）11時 （英彦山山頂） 

必大 任 町容63一 3000 

■花としじみの里おおとうマラソン 
5 月27日（日）9 時釦分 （レインボーホー 
ル）招待選手】浅利純子（10kmの部参加） 

必赤 村容62一 3000 

■村民体育大会 5 月13日（日） 8時釦分 

（コミュニティ広場） 

■見取地区主催「ザ・田植え」 
5 月19日（土） 20日（日）（見取地区） 

■村主催「ザ・田植え」 
（土）・ 27日（日）（源じいの森ほか） 

■特産物センター運営 毎日8時30分～17時 

（赤村特産物センター） 

必田 川 市公44一 2000 

■風剖、幡神社・月渡り神幸祭 5月19日（土） 

20日（日）（英彦山川番田河原） 

■春日神社・神幸祭 5 月26日（土）・27日（日） 

（後藤寺駅前お祭り広場） 

必糸 田 町 

■糸田祇園祭 5 月12日（土）・ 13日（日） 

（町内全域‘旧役場前） 

必川 崎 町公72一 3000 

■町民インディア力大会 5 月13日（日） 

（川崎町海洋センター） 
■町民剣道大会 5 月27日（日）（町民会館） 

必香 春 町公32-2511 

■香春町ふれあい市 毎週日曜日 7時～ 

役場前広場 

必金 田 町合22-0555 

■ふれあい朝市 毎週水・土曜日 7時～ 

（金田駅西ロ） 

■町民体育祭 5 月13日（日） 8時～ 

（多目的グラウンド） 
■国際車いすテニス大会 5 月16日（水）~ 

20日（日）（金田公園 テニス場） 

■車いすテニス大会国際交換会 5 月18日（金） 

予定試合終了後（ふれあいイベント広場） 

迫池に浮かぶ“花いかだ” 

‘

 

、
 

、， 

、

，

 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 
.
 一 ~一 一 

, 

／

 

日
 

《
 (I

!
 、

 

時】6月20日（水） 

10時～11時30分、12時30分～16時 

場 所】方城町立保健福祉センター ●
，
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
.
 

全血献血 400mQ／年齢18才～69才 

体重・男女ともに50kg以上 

200戒／年齢16才～69才 

体重・男性45kg以上、女性40kg以上 

65才以上の方は、60-64才までに献血経験がある方に 

限ります。 

本年も、上記の日程で献血を行いますので、皆様方の 

こ理解とこ協力をお願いいたします。 

I
！
●
●
・
・
I

‘
●
●
・
‘
‘
・
 

自動車税篭ばしめとする県税は、皆さんの暮らしを豊かにし、 

活カに満ち薦住みよい福難県を作るために使われています。― 

二自動車をお持ちの皆さん、 慶動車税（z）納期限はも癌31鷺でず一 

・間い合わぜ 福羅県霞川県税事務所（合42・9303) 

、
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求
人
情
報
B
O
X
設
置
 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
川
・
田
川
公
共
安
 

定
所
で
は
、
閉
庁
の
時
で
も
求
職
者
の
 

皆
様
に
求
人
情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
 

う
、
庁
舎
門
扉
前
に
求
人
情
報
B
o
X
 

を
設
置
し
ま
し
た
。
 

職
種
は
事
務
、
運
転
手
、
サ
ー
ビ
ス
 

製
造
、
お
よ
び
パ
ー
ト
求
人
で
、
毎
月
 

第
2
、
第
4
金
曜
日
に
入
れ
替
え
を
し
 

て
い
ま
す
。
 

厳
し
い
雇
用
状
況
の
中
、
1

日
で
も
 

早
く
就
職
で
き
ま
す
よ
う
、
こ
の
情
報
 

B
O
X
を
お
お
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

国
留
⑩
 

4
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
広
報
を
担
 

当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

今
ま
で
は
、
見
る
側
で
し
た
が
、
作
 

る
側
に
な
り
作
る
苦
し
み
を
十
分
味
わ
っ
 

て
い
ま
す
。
 

見
る
側
で
あ
っ
た
こ
ろ
は
、
あ
ら
さ
 

が
し
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
 

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
前
任
者
か
ら
 

逆
襲
を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
 

で
す
。
前
任
者
の
方
ご
め
ん
な
さ
い
。
 

広
報
紙
を
作
る
う
え
で
大
変
な
の
は
、
 

取
材
を
し
て
そ
れ
を
文
章
に
し
、
町
民
 

の
皆
さ
ん
に
楽
し
く
読
ん
で
も
ら
う
た
 

め
の
工
夫
を
す
る
こ
と
や
、
わ
か
り
や
 

す
く
、
ユ
ニ
ー
ク
な
写
真
を
撮
る
こ
と
 

で
す
。
（
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
 

は
難
し
い
）
 

今
後
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
期
 

待
に
そ
う
広
報
紙
作
り
に
精
進
 

い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

晃
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